
十八世紀文学における花のイメージについて

一嬰粟,ツルニチ草,マーガレットなどー

山 中 哲 夫

I 磁器の花,香水の花-やわらかい女神と快いめまい

十八世紀は啓蒙思想の時代とも哲学と散文の時代ともいわれ,詩の消滅

が自明のことのようにいわれるが,果して詩はパニック時の砂糖のように

一昼夜にしてすがたを消してしまったのであろうかﾂ実際はこれとはまっ

たく反対で,ある意味で十八世紀ほど詩が栄えた時代はなかった。ある意

味で,というのはやや皮肉な言い方で,質を問わず量だけでいえば,とい

うことである。社交界で大いにもてはやされたのは,サロン好みの優雅で

機知にあふれた書簡詩や寸鉄詩,あるいは批判精神に富んだ颯刺詩などで

あり,こういった詩がおびただしく作られた。当時の詩人とは詩を書く哲

学者のことであった。多くの哲学者詩人が生まれたが,その代表格はヴォ

ルテールであろう(もちろん彼はたんなる哲学者詩人にとどまる存在では

ない)。詩は大量に書かれ,詩人がサロンにあふれたが,才能ある詩人は

いなかった。真に「詩人」と呼ぶことのできる詩人は世紀末のアンドレ・

シェニエまで待たなければならない。

十八世紀ロココ文化は文芸よりもむしろ他の芸術ジャンルにおいて華や

かに開花した。前時代のバロックの気紛れ,不安定,曲線志向,装飾性と

いった要素を継承しつづ歓びのバロッグ(スタロビンスキー)とでも

呼び得る中間様式を経由して,バロック特有の荘重さから解放されたロコ

コ様式は,この様式独特の陽気さと軽快さを獲得した。そこにさらに子供

らしさや親密さや女性らしさが加わって,運動感と優雅をを合わせもつ「可
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愛らしさ」の文化様式へと発展する。このことは「ロココ」の“ココ”と

いう指小辞による同音反復の音遊びに端的に表われている。「ロココ」

rococoとはルイ十五世時代に流行した巻貝状の渦形装飾をもつ様式である

“ロカイユ"rocaille様式から作られた語だが,「ロカイユ」を意図的に「ロ

ココ」に転訛させることによって,コミックな感じと可愛らしさとが生ま

れたｲ)ロマネスクもゴチックもルネサンスもバロックも基本的には建築様

式の呼称である。ところがロココだけは建築様式ではなく,室内装飾様式

の呼び名である。つまりロココとは装飾をその本質とする様式であって,

この装飾性に運動感と優雅さが加わって,モーツァルトのメヌエットの装

飾音符のような燦めく美しさが出現するのである。動くたびに夢のように

揺れる“ヴァトー装"や“ローブ・ヴォランドなどはロココの華であろ

う。

ロココの装飾の対象は建築では壮麗なファサードや大広間などではな

く,小ぢんまりしたサロンや寝室といったせまく親しげな空間である。あ

るいは装飾品でいえば小物類や小品などである。むしろこういった些細な

ものにこそロココの真髄が表われており,名品も数多い。たとえば薄く硬

質なマイセン焼による装飾磁器や,金,真珠,ダイヤモンド,エナメル絵

画などで飾られた嗅ぎ煙草入れや菓子箱などがそれで,このように小さな

ものに集中する特徴は,服飾では未端部分の装飾化に顕著で,巻毛,釦,

靴,髪型,襟,裾などにおける凝った趣味がそのことをよく物語っている。

石から漆喰へ建築素材が変って,室内空間が女性的にやわらかく,親し

みやすいものに変ったように,あるいは瓊未や細部が装飾の対象となって。

「可愛らしさ」がいっそう強調されたように,あるいはまた,花の絵が十

七世紀フランドルやオランダの密集した重たい花環や花瓶の花から,可愛

らしく軽快で官能的なブーシェの花や壁掛けの花繰模様に様変りしたよう

に,文学における花の詩もまた子供っぽいものに変った。

おまえは小さな花々を開花させる
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わたしもまたときおりそんな花を生み出す

おまえははしばみの林のなかをさらさらと流れ

わたしもそこで愛の掟を水音のように歌う

(バナール『シャンピニーの小川』)

〈おまえ〉と呼ばれているのはセーヌ河の支流であるヨンヌ川のことで

ある。この川はパリの南東約八〇Kに位置するサンス,シャンピニーを流

れている。〈はしばみの林》と韻を踏む《小さな花々》の“エッドとい

う最後の音は可愛らしいものを表わす接尾辞である。花も愛らしければ,

小川の流れも愛らしく,いたるところにキューピッドが舞っていそうな雰

囲気である。〈小さな花々》にはまた「あまい言葉」「愛のささやき」とい

う意味があって,第二行目のくわたしもまたときおりそんな花を生み出す》

というのはこのことを指している。

やさしく心をくすぐるようなおまえのささやきは

うるさい音も立てず,騒がしくもなくて

愛の神が引き起こす悩ましい思いでいっぱいになって

わたしがささやくとすれば,それはほんの小声で 円可』)

しかしこういった花よりもっとロココらしさを感じさせるのは,磁器の

肌合いをもった花であろう。このような花の感じはこれまでの詩にはな

かったものである。磁器の肌合いは「エマイユ」加dという語あるいは

その派生語によって表現されている。「エマイユ」とは坦寫,エナメル,

七宝細工のことで,華麗なイメージを喚起するこの語は転じて花々の多彩

な色を表わす語ともなったが,本来は磁那,七宝のほかに陶磁器の粕薬と

いう意味もあって,たとえば「エマイユ絵」といえば,銅板に直接軸薬で

絵を描いて焼いたものを言う。そういった陶磁器的肌合いが詩のなかの花

にも感じられるのである。たんに多彩な花々で彩られるといった比喩的表
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現をここに見るだけでは不十分である。きわめてロココ的な工芸品である

装飾品の陶器や磁器の感触をも合わせて感受すべきであろう。十八世紀は

ヨーロッパではじめて硬質磁器の創出に成功し,ヨーロッパ独自のやきも

のが盛んに生産されるようになった世紀である。またロココの壁掛けなど

に見られる花模様も元はといえば,有田・伊万里のやきものの花模様が

ヨーロッパ風に変化したものから派生したといわれる。十八世紀では文様

としての花と磁器との関係は意外に深いのである(1710年代にデルフトで

最初に柿右衛門様式の写しがなされている)(ご

花々は緑の野に柚薬をほどこす(色とりどりに彩る)

(ベルタッ『P伯爵殿に』)

わたしは谷を七宝に耀かす花々でおまえを飾ろう

(キュビエール・ド・パルメゾー『テミづレの墓に植えた糸杉へ』)

わたしはおまえの七宝のような美しさに人生を享受することを学ぶ

(シャン=ジャックリレソー『レ・シャルメットの果樹園』)

最後のルソーのくおまえの七宝のような美しさに》という部分は意訳で,

直訳すればくおまえの七宝の上で》である。《おまえ》とルソーが呼んで

いるのは,サヴォワ地方シャンベリー郊外の村レ・シャルメットの果樹園

のことである。つまり花ざかりの果樹園の美しい景色を見ながら過ごした

青春の日々を偲んでいるのだ。レ・シャルメットには,ルソーがヴァラン

ス夫人と幕らした家がいまでも残っている。

十八世紀は磁器の時代であるとともに,化粧の時代でもあった。その化

粧は特に紅と香水である。ひなげしや蘇生から取った紅が白粉を塗りた

くった頬にまるく描かれた。《十八世紀の特徴的な色は,赤である。冷た

く白い頬の上に,まるく塗るのだ。押唇があざやかな万Vご色をしていた
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ことはいうまでもない。ロココ文化の最盛期を代表する貴婦人ポンパ

ドゥール侯爵夫人を讃えたベルニのつぎの詩は,こういった事情を踏まえ

て読めば,なおいっそう夫人のあでやかさが際立つことであろう。ベルニ

は侯爵夫人をプシケーに讐えて,アムールとプシケーの神話を想起させて

いる。

青春の女神ヘベのように若々しいポンパドゥールは

頬にふたつのきれいなまるい穴をもっている

歓楽の戯れに揺れ動くこのふたつの魅力的な穴は

アムール(キューピット)の手により描かれたもの

うすぎぬのカーテンの下,翼をもつこの子供は

眠っている彼女をみつけて,彼女をプシケーだと思った

なんと美しいひと! その瞬間,心に恋の火がついた

その色のあざやかさに目もくらみそうな

新鮮な唇の薔薇に心うばわれて

子供は指でそれに触れた。それでもっと美しく色が変った

(『ちいさな穴』)

これにつづくっぎの一節は《彼の手が触れると,どの花も蓄をひらき,

輝かし〈開花する》というもので,「彼」が愛と官能の申し子アムール

(キューピット)であることを考えれば,この花が何を意味しているかは

明らかであろう。

このように赤が流行した理由を,パンセとデランドルは当時の不健康な

宮廷生活にもとめている。十八世紀の女性たちは十七世紀の女性たちほど

大気のもとで生活することがなく,そのため顔色が悪く,この血色の悪さ

を紅を塗ることによって隠したということであるご《赤い色こそは,少女

時代から,この社会的喜劇の最後の日まで,婦人たちが顔につけているマ
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スクなのである。》(パンセ=デランドル)ポンパドゥール夫人の紅色も,

ルイ十五世にたいする権勢を守るために狂おしいまでなされた努力の,そ

のひとつの表われだとすれば,疲れ果てて四十歳で亡くなった夫人の頬紅

や口紅は,なにやら痛ましい感じすらあたえるようである。

ところでポンパドゥール夫人が実際に好んだ色は赤ではなく,それより

もっと淡いピンクであった。彼女が好んだこの色は,国王の青色にたいし

でポンパドゥール・ピングとして知られていた(j)当時のセーヴル焼の

水指しや水鉢にはこの美しいピンクが清潔な白と対になってふんだんに使

われている。漆喰を使った優雅な白い壁ややわらかいパステル画の流行と

ともに,この“ポンパドゥール・ピンクの愛好は,ロココの「可愛らし

さ」「軽快さ」をよく表わしている。ロココの色としてふさわしい色は赤

や紅ではなく,このピンクではなかろうか。

香水にも同じような傾向が現われる。香水は紅以上にもてはやされ,香

料業が盛んになって,香水の専門店まで登場する(たとえば「花々の龍」

という詩的な看板をかかげたシャン=フランソワ・ウビガンの店など)。

ルイ十五世の宮廷は《匂いの宮廷》と呼ばれたし,香水をつけた軍隊

〈花武装》なるものまで現われたﾂﾞところでこの香水には前時代と決

定的に異なる点がある。十七世紀においては竜泄香や磨香といった強い動

物性の香料が好まれていたが,十八世紀ではもっと淡い,ほのかな匂いで

ある植物性の香料が好まれるようになった。《人に不愉快な思いをさせぬ

よう,きつい香水も不謹慎な体臭も,ともに慎まなくてはならない。》(ア

ラン・コルバン)香水の匂いにもパステル風のやわらかさが要求されるよ

うになったド性的官能を強烈に際立たせる動物的体臭は消え去り,代わり

に《春の草原の馨しい香りの幻覚》が鼻先に漂うようになる。しかしその

ときの香りは,いままでのような薔薇水の香りではない。薔薇水はもう古

くなった。ロココ時代の新しい香水一一それは黄水仙の香りであるで

したが彼女の装いだった
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水の水晶の表が彼女の鏡だった

黄水仙とスミレとが

彼女のもっとも美しい装飾品であった (グレッセ『田園的な時代』)

黄水仙 jonquilleイギリス人が好きなラッパ水仙はダフォディル(英)

と言い,黄水仙とは別種である。黄水仙はその名のとおり黄色の花をつけ,

白い花をつける水仙と区別される。黄水仙は地中源沿岸産の花で香りが

よく,スイセン香水の原料となる。この匂いが嗅覚の歴史を一変させた。

アラン・コルバンの魅力的な著作『においの歴史』の原題は『庫気と黄水

仙』である。「環境の脱臭化」によって,ほのかな香りという洗練された

芳香が可能となった。このほのかなもののもたらすエロチスムこそが近代

のエロチスムヘの移行,すなわちナルシシズムを含んだ秘めやかなエロチ

スムヘの移行を促したのであるにの訳書の表紙に描かれた女性のすがた

はこのことを如実に物語っている)。黄水仙は悪臭から芳香への転換点で

ある。《あらたな官能性への道を容易に開くもの,それは黄水仙の香りで

ある。》9アラン・コルバンは十八世紀末から十九世紀初頭にかけての作家

セナンクールの印象的な一文を紹介している。

黄水仙が(擁壁の上に)咲いていた。それは欲望の最も強い表現で,

その年の最初の香りだった。わたしは,人間のためにあらかじめ用意

された幸せをつくづくと感したヅ

十八世紀詩人のなかでも恋の憂愁を歌ってラマルチーヌ風のロマン主義

的色彩を漂わすレオナールにとっては,黄水仙の香りはスミレやヒヤシン

スの匂いとともに,過ぎ去った幸福を思い出させる大切な香りであった。

むろんそれはそのときの恋人のからだに漂っていた香水の匂いである。目

の前の花の匂いが去っていった恋人のからだの匂いを思い起こさせたので

ある。
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あそこに咲いているあの黄金の黄水仙

あのかぐわしいニオイスミレの花や

わたしがあんなにも愛したヒヤシンスよ

最後にもう一度,おまえたちの香りをかごう(『ロマンヴィルの森で』)

シャルル=エチェンヌ・ペスリェに『愛の神によって眠らされたミネル

ギャラット アムールヴア』という典雅な詩がある。ここでの愛の神は完全にキューピッドの

イメージに変っている。元来愛の神はエロース,クピド,アモール,アムー

ルなどと呼ばれて,手足の長い少年や青年のすがたをしていた。それがや

がてまるまると太った愛らしい幼児のすがたになって,呼び名もクピドか

らキューピッドヘと転誂した。このように変ったのは必ずしも十八世紀か

らではないようだが,しかしこういったイメージはロココの十八世紀にこ

そもっともふさわしいものであろう。またキューピッドはよく目隠しをし

て描かれることがある。この盲目のキューピッドのイコノグラフィーにつ

いてはパノフスキーの著作に詳しいツ

さて,ベスリェのキューピッド(アムール)は三人の美しい女神にそれ

ぞれにふさわしい花を捧げる。まずユーノーには金遠花。夫のユピテル(ゼ

ウス)の浮気のため嫉妬に苦しむ彼女にはなるほど「悩み」という名をも

つこの花がぴったりである。またヴィーナスには花の女王である薔薇と百

合。輝かしき美神を象徴するふたつの花である。最後にミネルヴアのため

にキューピッドが選んだ花は,嬰粟の花である。

にの子供は)取るに足らぬものと思われていた花

嬰粟の花を贈物として女神に捧げた

ファラス(ミネルヴア)はかたわらにこの花束が捧げられるや

たちまちにして魅了され

シテール島の子の腕のなかで眠り込んでしまった
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子供はこのささやかな魔法の効果を

意地悪くながめていた

これこそが彼がのぞんでいたことなのだ

浮気な恋にたけた男たち

彼らが近づくのを若く美しい娘は恐れるべきだ

この男たちの小さな花(甘いささやき)の香をかぐと

娘の本能がめざめ,美徳が眠り込んでしまうから

キューピッドは金の矢ではなく嬰粟の花によって相手を思うままにした

わけだが,中世のスミレのエロティックな役割をここではこの花が演じて

いる。ミネルヴアとはディアナに似た処女神で,戦闘の女神,戦士の守護

神である。ついでに言えば,ユーノーはギリシア神話ではヘーラー,ヴィー

ナスはアプロディテー,ミネルヴアはアテーナーで,要するにこの三美神

はパリスの審判に登場する女神たちなのである。パリスの審判ではヴィー

ナスがもっとも美しい女神として勝利するが,ペスリエの詩ではミネル

ヴアに重点が置かれている。ミネルヴアすなわちアテネの町名の由来と

なったアテーナーは恋とは無縁の,頑なに処女を貫いた攻撃的な女神で,

鎧兜に身を包み,武器を手にしたすがたで描かれる。彼女の神木はオリー

ヴであり,臭が彼女の紋章で,アクロポリスのパルテノン神殿は彼女に捧

げられた神殿である。この扱い難い女神すらもキューピッドは眠らせ,自

分の思うがままにすることができた。盲目となったのは女神のほうである。

いや,このように眠らせたのはキューピッドの力ではなく,嬰粟の花の魔

力のせいである。伊達男たちの巧みな恋の誘惑の隠喩として使われた嬰粟

の花について,ここで少し触れてみたい。

休息の花あるいは眠りと忘却の花である嬰粟は,周知のようにそこから

麻薬の原料となるアヘンが取れるためにそう呼ばれるわけだが,この嬰粟

はアジア・アフリカ原産の催眠性の嬰粟,すなわちソムニフェルム種の嬰
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粟(pavot)のことで,もっと素朴で一般的なヒナゲシ(虞美人草)や花

の色が美しいホビーあるいはコクリコなども同属種であるが,これらは催

眠性ではない。ポピーのなかでもっとも美しいオリエンタル・ホビーはペ

ルシアとアフガニスタンの境のはるかな谷間からヨーロッパに伝わった。

十八世紀初頭であるツポピーにはヴァイオレットポピー,カーネーション

ホビー,羽状ホビーといったさまざまな多彩な色の変種が生まれ褐一方,

ヨーロッパの麦畑によく見られる嬰粟はヒナゲシで,“ムギゲジともい

われる(春山行夫)。催眠性の嬰粟の花(pavot)のほうはイギリス人と縁

が深く,イギリスではこの花は死者特に戦場で亡くなった英霊に捧げられ

る。これはミネルヴァが戦士の守護神であったためであろうか。しかしミ

ネルヴァと嬰粟の花との関係はもうひとつはっきりしない。

ともかく,さしもの気性の激しい女神も,ロココ風の妖艶な催眠性の花

の香によって,やわらかい女神に変じ,快いめまいのうちに恍惚と眠りに

落ち込んでしまった。こういった女神のやわらかさはブーシェの神話画に

もうかがえるが,それよりファルコネやカノーヴァの大理石の女神像に

もっと明白に表われている。前者の『ピュグマリオンとガラテア』,後者

の『アムールとプシケー』には,これが大理石かと思われるほどのしたた

るようなみずみずしさ,官能的なしなやかさがある。これも嬰粟の魔力の

せいであろうか。

H「ヴォーの夢」からエルムノンヴィルの庭園へ

ここで十七,十八世紀のフランス庭園について簡単に述べておきたい。

十七世紀の半ばにル・ノートルが現われ,フランスはイタリア庭園模倣時

代を終え,新しい幾何学庭園の時代を迎えるのである。すなわちカスカー

ドなどを設けた立体的な露壇建築式の庭園から,力すールや見透線を特徴

とする水平的な平面図式の庭園へと変ったのである。どちらも整形式庭園

であったが,後者のほうがはるかにすぐれた整形性をもっていた。このよ
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うなフランス式の幾何学庭園がやがてヨーロッパ全土を席捲する。ヨー

ロッパ造園に一大変化をもたらしたこの新しい造園術は,“王家の庭師に

して庭師の王"と呼ばれた天才的な宮廷造園家ル・ノートルをしてはじめ

て可能となったのである。マザラン内閣の大蔵大臣であったブーケは,自

身の壮麗な宮殿に付属する庭園のデザインをル・ノートルに委ねた。彼は

いままでにないまったく新しい様式で庭園を作った。こうして出来上がっ

たのが,ル・ノートルの名を一躍高めることになった名園「ヴォー=ル=

ヅイコント」である。国王ルイ十四世はこの庭園に魅了されて,これをし

のぐ庭園を築くようル・メートルに命じた。それがヴェルサイユ宮殿の庭

園である。これは広大な庭園で,全体を見るのに三日はかかるといわれた。

幾何学庭園の特徴は花壇とカナール(掘割)と叢林である。叢林とは一様

に刈り込んだ樹木が植えられている方形の空間のことで,“星形叢林"“五

点形叢林"などいくつかの種類がある。しかし彼のもっとも特徴的なもの

は花壇であろう。“刺繍花壇"“仕切花壇"“イギリス花壇"“区画花壇"“柑

橘花壇"“水花壇"の六種類の装飾花壇があり,なかでも“刺繍花壇"がもっ

とも美しいといわれている。ヴェルサイユの他に彼が手がけた庭園には

テュイルリー,リュクサンブール, フォンテーヌブローなどがあるツ

ラ・フォンテーヌはブーケ全盛時に「ヴォー=ル=ヴィコント」を見に

きたが,そのときはまだ建築中であった。やがて分不相応のこの庭園がきっ

かけとなり,ブーケは失脚する。文人たちに篤く,モリエールやスキュデ

リー嬢などもそのサロンに顔を出したりしたほどであったが,そういった

ブーケにラ・フォンテーヌも同情を寄せ,かつて見た未完成の庭園を偲び

ながら,ブーケの運命を悼む純粋な詩情をたたえた詩を書いた。それが

『ヴォーの夢』である。これはいわばまぼろしの幾何学庭園の見果てぬ夢

であろう。

ところが十八世紀に入ると,特に1760年前後あたりから,人々の感性に

変化が現われはじめ,定規で引いたような,兵士の隊列のような,一糸乱

れない幾何学式整形庭園に人は倦怠をおぽえはしめた。イギリスから入っ
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てきた新思想である民主政治思想などの影響もあって,一点からすぺてを

眼差しによって支配できる専制主義的な幾何学式庭園はうとまれ,かわり

にやはりイギリスから輸入された風景式庭園に人は一種の安らぎをおぼえ

るようになった。樹木は自由に枝葉をのばし,川は心ゆくまで蛇行し,道

は思うさま曲がりくねり,樹々に隠れたかと思うと,むこうの丘の斜面に

再びすがたを現わす。当時の人々はこういった自然のもつ本来的な「自由

さ」に惹かれたのである。イギリスのこのような風景式庭園は

“イギリス式庭園"と呼ばれ,急速にフランスに広まってゆく。アディソ

ンが1712年に『庭園の愉楽』と題して自然に近い庭園の美しさを語った記

事を『スペクテーター』に掲載するが,この記事は八年後に仏訳されてフ

ランスに紹介されている。フランスのイギリス式風景庭園はイギリス本国

よりはるかに多様で,納舎,穀倉,水舎,風車,搾乳場,農場といった牧

場的風景を作り出す田園の建物に,中国園亭やキオスクといった東洋の異

国情緒をあたえる建物を加えた,きわめて混淆的な庭園であった。したがっ

てこういったフランス式風景庭園は特に“英国=中国風庭園"と呼ばれた。

イギリス式風景庭園は感傷的な庭園である。その感傷的な庭園の傑作は

「エルムノンヴィル」の庭園である。これはマリー・アントワネットの「プ

チ・トリアノン」とともにもっともよく旧状を伝えている庭園とされてい

る。「エルムノンヴィル」はもともとアンリ四世の建てた城館があるだけ

の不毛の土地であったのを,ジラルダン侯爵が買い取って,名園に仕立て

上げたものである。ジラルダン侯爵は当時の進歩的な知識人で,造園術に

ついても一家言もっていた。彼は『風景構成論』(1777)という著作も著

している。庭園について語るのに,“ピクチャレスグや“ピトレスグ

ではなく,“ロマンティッグという語を使った,おそらく彼が最初の一

人であろうツジラルダン侯爵はシャン=ジャック・ルソーとも親交があっ

た。彼の庭園理論にはルソーの影響がうかがえる(「エルムノンヴィル」

の庭園はルソーが設計したともいわれている)。「エルムノンヴィル」には

例のアンリ四世の悲運の寵姫ガブリエル・デストレを記念する塔がある

-12-



が,それよりも,園内に浮ぶ“ポプラの島"と呼ばれる小島こそ,この園

内で静かな二ヶ月をすごしたあと亡くなったルソーの墓があるところであ

る。

庭園は変った。 1761年の『新エロイーズ』の爆発的な売行きとともに,

といってもよい。なにしろ『新エロイーズ』は『カンディッド』とならぶ

十八世紀最大のベストセラーとなったのである。感性が変ったのだ。「感

受性の新体制」(スタロビンスキー)のはじまりである。からだをしめつ

けていたパニエは一部では破棄され,恋愛は自然恋愛となった。過ぎ去っ

ていた田園世界が戻ってきた。そしてわれわれの花もまた,装飾的で紋章

的な造花から,あるいは粉黛にまみれた磁器や香水の花から,自然のなか

に咲いた生きた花へとすがたを変えるのである。眼差しが変ったのだ。ボー

マルシェは言うｰ《気難しい哲学者よ/あなたにとっては何ものも美し

くは描かれておらず/自然がそっくり広大な墓場にしか見えぬあなた,わ

たしはあなたが自然のなかに/みじめな偶然の戯れしか見ないのをあわれ

だと思う/自然はわたしにとっT(はなんと魅力にあふれた美しいものであ

ることだろう!/だが,あなたはわたしのこの眼差しをお持ちでない》(『眼

差し礼讃』)つぎのコラルドーの花はもういままでのような磁器の表に絵

つけされた文様の花ではない。なおもまだコケットなところが残っている

が,しかしここには自然な動きがある。

緑の野にひときわ際立つ花々が現われる

魅了されて,わたしの手はもう摘もうとしている

物音におどろいて,西風よりもすばやく

突然,茎から昆虫が飛び出して

逃れゆく………それもまたひとひらの舞う花のよう

(『デュアメル・ド・ドゥナンヴィリエ氏への書簡詩』)
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このあとに嵐がやってくる。コラルドーはおそらく現実に見た自然を描

いているのだろう。昆虫が茎から飛び出したこの花は,生きている。生き

た花とはいうまでもなく自然のなかに咲いている花のことであり,自然の

ほかのさまざまなものと混在している花のことである。いわば実景の花。

自然の一部であり,単独では存在し得ない花,つまり野生の花。

わたしはいにしえの森の深みを愛する

柏の大樹のたくましい古さと壮麗な頂きを

その自然と叡智とはわれわれが手を入れずとも

あんなにも高く頭上に葉蔭のアーチをかけてくれる

このうす暗く荘厳な森のなかには

なにかしら気高く宗教的なものが漂っている

この閉ざされた甘美なただなかにいることをわたしは愛する

かつてわたしの目には単調に見えた花も

いまではプリズムの彩色で装いを新たにした

花を育て花を恒久のものにしたひとは

自然の教えに従うことで自然を豊かにし

自然の秘密を知り,その恵みを多様なものにする

日に日に大地はその広がりを増してゆき

花の女神はその編み毛の花採飾りを新たにする

濠木類のまわりにすいかずらか巻きつき

この格子模様に彩りを添え,いろいろな花棚に垂れ下がる

リラの花が見えた,アネモネが咲いている

カーネーションが開いて,薔薇の色が美しい Oレミェール『庭園』)

《かつてわたしの目には単調に見えた花もハヽまではプリズムの彩色で装
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いを新たにした〉という個所には,明らかにニュートン光学の影響がうか

がえる。無色透明に見える自然光もプリズムによる屈折をあたえると,七

色に変化することをニュートンは教えた。ニュートンの記念碑的著書『光

学』は1704年に出ている。

それはともかく,ルミェールの庭の花はまだつづき,このあとには芳香

性の植物がくる。立春香草,桃金嬢,オレンジ,ジャスミンなどである。

自然に似せて作ったようなこの庭はイギリス式風景庭園を思わせる。さら

に,深い森の宗教的な荘厳さへの言及は,すでに次代のロマン主義すら予

告しているようである。

ロマン主義の予告といえば,トリール師のつぎの庭園詩にもそれはうか

がえる。ここに描かれた自然庭園には,ほとんど廃園の趣きすら漂ってい

る。

………やがて北風たちが

落葉を谷間に撒き散らすだろう。

時としては木の葉が,地上に落ちて,

孤独な夢想者の想いを中断するだろう。

しかしこれらの廃墟は私にとって魅力をもつ。

そこで,私の心が何かしら深い悔恨を抱くような時,

何かの思い出が私の傷口を開くような時,

私は好んで,自分の喪の心を自然の喪の心に混ぜ合せる。

これらの枯れた森の,これら凋れた小枝の,

残骸を踏みしだく快さに,独りさまよいゆく私。

陶酔と浮かれ騒ぎの日々は過ぎてしまった。

来れ,優しい憂愁よ,私はお前に身を委ねよう。 (阿部良雄訳)

これは俗に『庭園』と呼ばれる,トリール師のもっとも有名な作品であ

る『庭園あるいは風景を美しくする術』の一部だが,しつはこの作品はス
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コットランド詩人ジェームス・トムソンの『四季』から影響を受けている。

新しい感性はことごとく英仏海峡を渡ってやってくるもののようである。

風景庭園や廃墟の趣味,自然への開眼,そして憂愁すらも。

源峡の向こうからの影響はまだある。それは,夜への想いである。ヤン

グ『夜想』(1742-45),コリンズ『夜への讃歌』(1746),ハーヴェイ『墓

石の中での瞑想』(1748),グレイ『墓畔の哀歌』(1751)など,いわゆる「前

ロマン派」と呼ばれる詩人たちの詩が愛好されるようになった。とりわけ

ヤングの『夜想』の成功は圧倒的で,先に引いたコラルドーなどもその影

響をつよく受けた一人である。夜の深さが見直され,夜が詩や絵画の対象

となった。

かくして花が夜と結びつく。夜の花が現われる。夜の花は百合である。

この百合は夜の静寂のなかでひっそりと呼吸する。

疲れ切った自然を夜が休息にゆだねる

おおフィリスよ! 眠りの優しさを平安のうちに味いたまえ

まだそよ風が花々を揺すらぬこのとき

みずみずしい夜露のおりた百合の内懐にいるように

(ベルカッ『夜の歌』)

夕暮の影とともに風がふいてきて

死にかけていた濯木を生き返らせるとき

わたしは見る,薫りたつおまえの花のうてなが

暗い夜を前にして閉してゆくのを

朝になるまであえて開こうとしない

清浄無垢のその花は,そうやって閉じたまま

涙をためる,やさしくおまえを養う大地の液

その涙の液を内にしっかり抱いたまま
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(フロリアン『百合ヘー英国人に倣って』)

迫りくる夕闇を前にして閉じてゆく百合は,自然のなかに生えた花その

ものである。すぐれて紋章的なこの花までもが,このように水分を含んだ

なまの花に戻ったのである。みずみずしい生きた花の登場はじつに久しぶ

りのことだ。ロンサール以来であろうか。ここにようやくにして時間とと

もに萎れてゆく花が再来する。それと同時にそこには憂愁が漂う。夜の平

安は死の平安を意味する。 トリール師の廃墟に漂うあの喪の平安である。

このような自然のなかでの眠りは,自然回帰とともに,死と廃墟のイメー

ジを引き起こす。かくして百合はメランコリックな花となる。いや,百合

ギャラットばかりではない。嬰粟の花も,もはや典雅な恋愛技巧の小道具ではなく

なり,決定的な安寧を約束する恩寵の一撃(とどめの一撃)となる。シェ

イクスピア劇をきわめてフランス的に脚色したことで知られるデュシスの

詩『幸福なる老人』の一節を見よ。

眠りを引き起こす愛しいこの花が

もっとやさしくもっとつよい眠りを

わたしの瞼のうえでゆすった

老いの近づくのを感じながらわたしは

人里離れて物音も立てず影のなかで

枝にとまって平安に生きている

ミネルヴァの大きな鳥(臭)を

わが叡智の師とした

忘却がわが小川に流れ込む

イギリス式風景庭園の普及によって,人と花との距離が縮まった。花は

人のすぐそばに咲いている。あるいは咲く花のなかに人がいる。肌に近づ
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くほど接近した両者の間には,いままでにない親密感,調和の感じが生ま

れる。この空間は確かに感傷的であり,ときに憂愁を帯びることもあるが,

とにかくそれは「自由な」空間であり,外部世界から守られた一種の隠れ

家である。そのような場所では,夕暮になると,ことのほか花‾がつよく匂

い立つ。というより,薔薇やスミレや水仙やジャスミンだけではない,さ

まざまな野生の花の,さまざまに異なる微妙な芳香が漂うようになるので

ある。いや,漂っていたことにはじめて気がつくのである。く夕陽が沈ん

だばかりだった。一日でわたしのもっとも好きな時刻。心地よい香りを投

げかけない花はひとつもなかった》とミュラ夫人はその『空想の旅』(1788)

のなかで語っている?夕暮ではないが,身近に感じる花の匂いをきわめて

印象深く書きとめているのはラモンで,彼はミュラ夫人の『空想の旅』の

翌年つまり大革命の年にこのように書いている。

匂いのなかには,よくはわからぬが,過去の記憶を強く喚起する何か

がある。大好きだった場所,なっかしい場面,過ぎ去ってしまったあ

との心のなかにはあれはどの深い痕跡をのこしながら記憶のなかには

なにも残っていないあの時間,こうしたものについて,匂いほど思い

出をよみがえらせてくれるものはない。スミレの匂いは過ぎ去った幾

年の春の喜びを魂に取り戻してくれる。私は,花咲いたシナノキが証

人となった,人生で最も甘美な瞬間がどのようなものだったか覚えて

いないが,シナノキがしばらく前から静かに私の心の琴線をゆらし,

すばらしかった日々に結びついた無意識的記憶を深い眠りの底からよ

みがえらせるのを感じていた(ご

匂いが呼びさます,忘れていたはずの幸福の日々。それが花の匂いであ

れば,なおのこと甘美に心をゆする。しかしそれは過去の忠実な再現では

ない。過去に抱く夢のよみがえりである。過去は匂いとともに理念化され

たのだ。ちょうど自然を模倣した風景庭園が,まさに庭園である限り永久
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に人工の産物であるように,あるいはそこに再現された「自然」が,こう

あるべしといった理想化された自然であるように,昔日の花(の香り)の

よみがえりは,心に抱いたあり得ない幻想のよみがえりにほかならないの

だ。それだけになおさら,過ぎ去った日々の面影は美しく脳裡に浮ぶので

ある。

そのような花の代表的な例として,つぎにシャン=ジャック・ルソーの

有名なツルニチ草について語ってみたい。

Ⅲ ルソーの幸福の青い花-ツルニチ草

時計職人の子としてジュネーヴに生まれたルソーは,すぐに母と死別し,

父とも別れて,放浪生活の末,十九歳のときにヅアランス夫人に見出され

て,シャンベリーや近郊の別荘レ・シャルメットでさまざまな教育を受け

ることになる。おそらくそこで過ごした日々は生涯で唯一の幸福なときで

あったろう。すでに述べたように,この別荘レ・シャルメットにある果樹

園のことを歌ったのが,先に引用した詩である(《わたしはおまえの七宝

のような美しさに人生を享受することを学ぶ》)。この果樹園はルソーに

とって忘れ難い特別な果樹園であった。先の『レ・シャルメットの果樹園』

は二三三行にも及ぶ長い詩だが,ルソーの思いは最初の四行に尽きていよ

う。

心なつかしい果樹園よ,清浄無垢のすみかよ

天より授かりしもっとも美しい日々の誉れよ

魅惑に満ちた孤独よ,平和の隠れ家よ

幸福の果樹園よ,おまえとの別れの永久にないことを!

『新エロイーズ』のなかでサン=ブルーがかつての幼なじみで,いまは

人妻になったジュリーの家を訪れる場面がある。その敷地にはジュリーが
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“エリゼ園"と呼んでいる美しい自然庭園がある。庭園への入口は巧みに

隠されていて,《まるで不意にそこに舞い降りたような》錯覚をあたえる。

果樹園のなかにはさまざまな花が咲いている。しかも野生の花と庭園の花

とが同居している。すべてがジュリーの意図のもとに植えられているのだ

が,そういった人工的な痕跡はいっさい見せていない。いたるところに花

咲く小道がある。そして道に寄り添うように小川のせせらぎがある。これ

も人工的に引かれた水なのだが,まるで自然にはじめからそこにあったか

のように流れている。この“エリゼ園"の果樹園にレ・シャルメットの「ヴァ

ランス夫人の果樹園」を重ねて見ることはたやすいことだろう。さらにそ

こに,中世の城館と庭園のように,性的な象徴を見ることむ1?ともかぐ‘エ

リゼ園"は虚構のうえに再現された「ヴァランス夫人の果樹園」といって

よい。『新エロイーズ』の“エリゼ園"訪問の場面を書きながら,ルソー

はかつての青春をもう一度生きたのだ。ジュリーはおそらくヴァランス夫

人の代替物であろう。

このような忘れ難い幸福の思い出を,たった一輪の花が思い起こさせる

ことがある。ルソーは『告白録』の第六の書でこのように書いている。こ

れほど詩的な文章はあるまい。散文だが,内容はほとんど詩といってもよ

い。文中「お母さん」とルソーが呼んでいるのはもちろんヴァランス夫人

のことである。

レ・シャルメットヘ泊りにいった最初の日,お母さんはかごに乗り,

私は歩いてそのあとに従った。道は上りになっている。お母さんはかな

り重たかった。それで,かごかきをあまり疲れさせないようにと心配し

て,彼女は道のりをほぼ半ばで降りて,その先は歩いて行こうとした。

歩きながら,彼女は生垣のなかになにか青いものを見て,私に言った。

「ほら,ツルニチ草がまだ咲いているわ。」私はまだツルニチ草を見た

ことがなかったので,身をかがめて調べようとはしなかった。それはひ

どい近眼だったので,眼の高さからでは,どんな植物も見分けがっかな
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いのである。私はたんに,通りがかりに,その花をちらと見ただけだっ

た。そしてふたたびツルニチ草を見たことも,それに注意することもな

く,三十年近くがたった。 1764年に,友人のデュ・ペールー氏といっしょ

にクレシエにいたとき,われわれは小さな山にのぽったが,彼はその頂

上に感じのいいあずまやを持っていて,「見晴亭」と呼んでおり,まさ

にそのとおりだった。その頃私は,少し植物採集をはじめていた。のぽ

る途中,茂みのあいだを眺めていた私は,喜びの叫び声をあげる。「あっ,

ツルニチ草がある。」じっさいそうだった。デュ・ペールーは,私か夢

中なのに気がついたが,その原因を知らなかった。いつかこの文章を読

めば,わかってくれるだろうと思う。こんな小さなものの印象から,読

者は,この同じ時期にかかわりのあるあらゆるものが私に与えた印象を,

判断することができるのである。 (小林善彦訳)

ツルニチ草(あるいは蔓日々草)は別名ツルギキョウとも呼ばれ,湿気

と茂みのある場所を好む蔓性植物で,花の青が美しい。青には明るい青,

くすんだ青,モーヴ色(薄紫)がかった青,紫藤色などがあり,ルソーの

見たツルニチ草の青はこのどれであったかは知るよしもないが,いずれに

しても文中に咲いているツルニチ草のこの青色は忘れ難い。ネルヴァルは

《青い花びらを開いた,ルソーにかくも愛しいツルニチ草》と言っている。

ネルヴァルのこの表現にはいかにもネルヴァルらしく女性の青い目の感じ

がうかがえるが,果してヴァランス夫人は青い目をしていたろうか。花言

葉はまるでルソーのためにあるかのようでｰ「楽しい思い出と揺ぎない

献身」あるいは「あなたのことだけを夢見ます」である。

しかしこの『告白』の文章で重要なのはもちろんそういうことではなく,

花のよみがえりである。けれどもそれはかつて見た花との再会によって,

懐かしい日々を思い出したといった単純なものではない。たんにそれだけ

ならば,この一文がこれはどの抒情の高みに達するはずはない。なにより

ルソーはこの花をそれほどはっきりとは見ていないのだ。昔日の花のよみ

-21-



Pervenche

がえりは,花のすがたによってではなく,「声」によってなされたのだ。

大事なのは言葉なのだ。この文章のいのちはこの言葉そのものにあると

言っても過言ではない。かつてヴァランス夫人は道端にこの花を見つけて,

かたわらの若いルソーに「ほら,ツルニチ草がまだ咲いているわ」と言っ

た。ルソーは気にもとめずにそのままにして忘れ去っていた。ところが三

十年あまり経って,忘れ去っていたはずの花を彼自身が見つけ,「あっ,

ツルニチ草がある」と思わず声を出した。この訳文では示されていないが,

しつはふたりはフランス語でまったく同じ表現を使っているのだ。《Voila

de la pervenche.》-ヴァランス夫人はそのあとに「まだ咲いている」と

つづけたけれども,花を見つけたときのふたりの最初の言葉はまったく同

じものであったー-「ヽツルニチ草がある」これは偶然であろうか。たまた

ま同じ表現でルソーは書いたのだろうか。そうではない。ルソーは意識し

て同じ表現で書いたのだ。いや,もっと正確にいうと,実際に同じ言葉を
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自分が発したことに特別の意味を込めたのだ。というのは,二度目の自分

ペルヴァンシュ
の「あっ,ツルニチ草がある」はイタリック体で強調されているからであ

る。ツルニチ草を強調したいのならばツルニチ草だけをイタリック体にす

ればよいのに,彼は全部を強調している。つまりそれは三十年近く前のヴア

● ● ● ● ● ●
ヴワラ●ド●ラ●ペルヴァッシュ

ランス夫人の言葉そのものなのである。この「ツルニチ草がある」という

響きそのものが,過ぎ去った青春の幸福の日々を,あの果樹園を,ヴァラ

ンス夫人の身振りや声さえも一挙に思い起こさせたのである。

ルソーはその『音楽辞典』のなかで音楽は〈記憶の記号〉であると言っ

ている。ことにその歌詞は旋律を伴っていつまでも記憶に残る。すなわち

過ぎ去った時間をよみがえらせてくれるもっとも魅力に満ちたものであ

る?9)その魅力にあふれた歌の歌詞こそ,ヴァランス夫人のかつての言葉

であったといえまいか。かつての言葉が音楽のようにルソーの心によみが

えった,と。とっさに口にした言葉が,忘却の底に沈んでいた記憶を音楽

のように浮び上がらせたのだー一一「自分がいま口にした言葉は,かつて愛

する人が口にしたその言葉であったのか」ナルキッソスとエコーの神話を

思い起こそう。エコーは愛する相手の言葉そのものと化した。ルソーはヴァ

ランス夫人の言ったと同じ言葉を発することにより,ヴァランス夫人と一

体になった。「失われた愛の対象」と同一化した。そう,それはまことに

音楽のような効果であった。『新エロイーズ』(I -48)でサン=プルーが

とおく離れたジュリーに宛てて,涙が出るほど甘美なこの歌は,卑しいイ

タリアの去勢歌手ではなく,自分とあなたと二人の二重唱で歌いたい,と

願ったそのことを,ルソーはここで実現してみせたわけである。もっとも,

そこには三十年有余の時間の距りがあるけれども。

樹木に刻まれた恋人たちの絡み合う頭文字のように,ルソーの心のなか

に刻み込まれた「ヽガレニチ草」という菁い花は,そして「ペルヴァンシュ」

というこの音の響きは,記憶の花文字として,いつまでも彼から離れずに

いることだろう。そして「ツルニチ草」ぱルソーの花"として,十八世

紀の青春の幸福の花として,後世に語りっがれることであろう。
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Ⅳ 革命の花=精神の花

スタロビンスキーが見事に分析してみせたようにツロココの装飾性は空

虚であることを恐怖する「空白恐怖症」から生まれたものである。仮面や

目隠し鬼遊びやブランコも,そういった空虚の不安を遊戯化したものに他

ならない。自然に接近したといわれるイギリス式風景庭園も,結局はそう

いった不安から逃れる逃避の場ではなかったろうか。《外界では歴史の嵐

が迫っているとき,ひとは永遠の瞬間に生きているという錯覚に耽る》(ス

タロビンスキー)のである。一言でいえば,中心が失われているのである。

ゲーテは言うｰ《そこには,ただ一つの点へとわれわれの望みをひきつ

けるような際立った点がない。人びとは,自分がどこから来てどこへ行こ

うとしているのかを尋ねようともせずに,たださまよい歩〈のだ。》ブラ

ンコから死刑台までの距離はそう遠くないのだ。相対主義が支配した世紀

は最後には反動的な絶対主義へとひとを導く。揺れ動く不安は,ヒステリッ

クなまでの中心主義へとむかう。感じ易さは大量虐殺の恐怖にたいするマ

゛ゾ的嗜好へと歪んでゆく。

しかしそれでも,ひとが自然と接近したことは明らかに新しい局面をひ

らくものであった。前に引用したルミェールの『庭』を再びここに引こう。

花を育て花を恒久のものにした人は

自然の教えに従うことで自然を豊かにし

自然の秘密を知り,その恵みを多様なものにする

自然には自然の法則があり,個と個は巧みに調和しながら全体を構成し

ている。それによってはじめて異質なものの混在が可能となるのである。

個の自由を東縛せず,しかも全体として調和を保っているこの自然の叡智
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に,人類の平等と幸福が結びつき,やがて革命思想へと発展してゆく。そ

のなかで,自然研究に没頭したひとりの作家がいた。ベルナルダン・ド・

サン=ピエールである。

彼は南海の諸島に惹かれ,はじめはマルチニック島へ赴いた。フランス

に戻り,オランダ,ロシア,ポーランドなどヨーロッパ各地を遍歴したあ

と,再び乗船し,今度はフランス島(現在のモーリシャス島)へ。この熱

帯の自然のなかでの経験が壮大な『自然研究』として実を結ぶ。この著作

が彼に名声をもたらすことになる。フランス国内の文人,哲学者たちとは

一線を劃していたが,ジラルダン侯爵と同じく,彼はルソーとは親交を結

んでいた。『自然研究』もルソーが勧めたものだといわれている。『自然研

究』の最終巻におさめられた熱帯のささやかなひとつのエピソードが,思

いがけず大成功をおさめることになり,文学史にその名をとどめる不朽の

名作となった一一『ポールとヴィルジニー』である。ただし,自然のさま

ざまな調和関係をスケー-ルの大きな視点でとらえた『自然研究』が,この

少年少女の悲恋物語によって忘れ去られ,あるいは矯小化されてしまった

ことは否定できない。

とはいっても,『ポールとヴィルジニー』が古今の悲恋物語の代表作の

ひとつであることには変りない。少年少女の悲恋ものといえば中世の『オー

カッサンとニコレット』がすぐに思い起こされるが,ヨーロッパ文明から

切り離された南海の島を舞台にしてくりひろげられる,ベルナルダン・

ド・サン=ピエールの物語は,あふれんばかりの異国趣味とその感傷性に

よって,フランスにおいてもロマン主義の近いことを告げている。

ここにもまたいくつかの忘れ難い花が登場する。ふたりの家族や土着民

を含めた昼食どきは歌や踊りが入ってにぎやかで,ときには土着民をまね

して幼いポールとヴィルジニーがパントマイムに打ち興じることもあっ

た。ヴィルジニーは頭に壷をいただいた恰好して泉の水を汲みにゆくと,

羊飼に扮した者たちに邪魔され,困っているところへ,ポールが現われ,

彼女を助けて,代わりに水を汲んでやり,頭にその壷をのせてやる。その
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ときいっしょに赤い花で編んだ花環を彼女の冠としてのせてやるのであ

る。花の赤が彼女の白さを引き立てる。話者もこのパントマイムに加わり,

ふたりの結婚を許す役を演じる。この幸福に満ちた田園劇のなかで,ポー

ルがヴィルジニーの頭に飾った花は,じつはツルニチ草である。ヽツルニチ

草は青い花と相場が決まっているが,ところがここでは赤い花である。お

そらくこれは熱帯産の「マダガスカルのツルニチ草」と呼ばれるツルニチ

草であろう。この花は美しい赤い花をつける。

ポールとヴィルジニーにとっての「思い出の青い花」は,スミレとマツ

ムシソウである。教育のためにむりやりフランス本国へ送られたヴィルジ

ニーからポールに宛てて便りが届く。それには二種類の花の種が同封され

ていた。ヴィルジニーはこれを自分だと思って大切に育ててくれと頼み,

これらの花の育て方を説明している。

「スミレはくすんだヴァイオレット色の花を咲かせます。スミレは茂

みのなかに好んで身を隠します。けれどもそのすてきな匂いです･ぐにそ

れと知れてしまいます。」彼女はスミレの種をココナッツの木の根元の,

泉のほとりに撒くように命じた。「マツムシソウは悲しい青の,奥は白

い斑点のある黒い色の,美しい花を咲かせます。喪に服したように見え

る花です。このためこの花は寡婦の花とも呼ばれています。」この花の

種は最後の夜に彼女が語ったあの岩に撒いて,その岩を彼女の愛を記念

して〈別れの岩〉と名づけてくれるよう頼んだ。

種の入っている薄紙の包みには,ヴィルジニーの髪で編んだPとVの絡

み合ったふたつの頭文字があった。このふたつの花は,作者も説明してい

るように,そのときのヴィルジニーの境遇と心境を表わしたものであった。

すなわち,どんなに離れていても自分はいつもすぐそばにいるというスミ

レの匂いの力に自分の思いをたくしつつ,その一方で,あなたと別れて自

分は寡婦も同然という悲しみを伝えている。のみならず,ヨーロッパ原産
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のこのふたつの花を熱帯に植えることは,ちょうど熱帯で育ったヴィルジ

ニーのヨーロッパ文明への「馴化」の裏返しに相当し,この種蒔きは,ヨー

ロッパと熱帯つまり文明と自然との和解,調和を希望したものであった。

そういった意味では,ベルナルダン・ド・サン=ピエールがr自然研究』

で喩えとして出したマーガレットこそ,革命前夜の世界の精神状況をもっ

ともよく象徴する花であろう。ロココ文化は中心の喪失の文化であると前

に述べたけれども,そういったものの反動として,中心性をつよく帯びた

ものがしきりに待望されるようになった。ルドゥーやブーレが設計した球

体建築などもそのひとつであろう。ニュートンを記念して計画されたブー

レの記念塔(墓の形をした記念碑で遺骸は入っていない)は半径67.1メー

トル,頂点までの高さが147.2メートルという途方もないもので,入口が

まったくなく,内部はがらん洞のドームになっていて,無数の細い孔があ

いている。これが自然光を星座のように見せるのである(入口がないので

誰もこの星座を見ることができない)。これはいわば昼と夜が調和した世

界であろう。さらにこの建造物を真上から俯瞰すると,幾層にも同心円が

重なっており,ちょうどニュートンが自然光のスペクトルを分析したとき

のような同心円状の円環に酷似している。

同心円の主題は哲学者たちにも親しいもので,モンテスキューとホープ

は中心性と関係性を述ぺるのに蜘蛛の巣のイメージを使っているし,ア

ディソンは寺院内部の円形に自己の安定と変化,自己の有機的な遍在性を

見,またライプニッツ派のシャトレ夫人は宇宙を説明するのに水面に落さ

れた石による波紋を讐えに使っている。

あるいはイタリアの彫刻家カノーヴアの作り出す二つの円。十七世紀か

ら十八世紀にかけてよく扱われたギリシア神話「アムールとプシケー」を,

カノーヴアは見事な彫刻に仕上げているが,舞い降りたアムールのプシ

ケーを抱こうとする両腕の円と,下から両腕を差し上げるプシケーの描く

円とが,その光と影の調和とともに,これ以上ないほどの美しさを示して

いる。
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そして,ペルナルダン・ド・サン=ピエールのマーガレットの表わす円

環である。彼はひろびろとした草原に立って周囲を見わたす。《鳥の飛翔,

花びら,樹木の幹と葉,すべてが彼には円形状をなしているように見える》

(プーレx(21)ベルナルダン・ド・サン=ピエールは言う。

形体のうちでもっとも美しいものは,円形である。円形が形づくるコ

ントラストのうちでもっとも快いものは,放射状の形体と組み合わされ

たときである。しばしばこういった形体とコントラストを,諸君は頭状

花植物と呼ばれる花々の群生のなかに見出すことだろう。たとえばマー

ガレットのような花。この花は放射状にひろがる小さな白い花の輪をも

ち,花びらが中心の黄色い円盤を取り巻いている花である叩

これはすぐれて太陽のイメージである。中央の黄色い円盤が光の本体で,

周囲の放射状にひろがる白い花びらが太陽光線である。 ドイッロマン派初

期の詩人ノヴァーリスはフリーメイソンについてこのように言う。《すぺ

ての永遠的結合,団結を基礎づけているものは,あらゆる方向に向かおう

とする絶対的傾性である》(2jあらゆる方向とは,言葉を換えれば,放射状

のことである。結合,団結は中心の黄色い円によって象徴される。マーガ

レット=太陽はきわめてフリーメイソン的なイメージ連鎖である。『自然

研究』が完成されたのは1783年である。その前年には息苦しい精神の閉塞

状況を物語るフュスリの『夢魔』や,悪との共犯関係を描いたラクロの『危

険な関係』が世に出ていた。ルソーの『孤独な散歩者の夢想』もこの年で

ある。『自然研究』は1784年から88年にかけて出版された。フリーメイソ

ンの影響を受けているといわれるモーツァルトの『魔笛』が初演されたの

は1791年9月であった。フリーメイソン思想はヨーロッパ全土にひろがっ

ていた。ベルナルダン・ド・サン=ピエールとフリーメイソンの関係は定

かではないが,関わりは深いように思われる。

革命は近い。いや,すでに精神状況においては革命のただ中にいる。革
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命はひとりの抒情詩人を生んだ。しかしその同じ革命が詩人を若くして殺

してしまった。アンドレ・シェニエである。彼こそは一昼夜にして消えて

しまった断頭台の薔薇であろう。

く私は春をむかえたぱかり,収穫をこの目に見たい。

太陽が季節から季節をめぐる,そのように,

一年をまっとうしたい。

茎の上に園の誉とかがやく私,けれどもまだ

朝焼けのそらの輝きをしか見ていないのだ。

一日をまっとうしたい。 (『因われの若い女』佐貫健訳)

ジャコバン党と対立したために逮捕され,サン=ラサールの監獄に収監

されたのち,熱月6日に革命裁判所により死刑を宣告され,翌7日(1794

年7月25日)死刑は執行された。ロベスピエール失脚のわずか2日前であ

イアッブ
る。サン=ラサールの監獄では『訊刺詩』を書く。つぎの一節はそのなか

のものである。

最後の陽の光が,最後の風のひと吹きが

美しい日の終りを息づかせるように

断頭台の足元で,わたしはまだ竪琴を弾こうとする

父はフランス人であったが,母はギリシア系の人で,シェニエは早くか

らギリシア文化に親しみ,ギリシアについて当時としてはかなり正確な知

識をもっていた。彼は新古典主義の形式美にロマン主義の情熱を,前者の

器に後者の花を盛った。それがっぎのような詩句となった。この詩句の最

後の部分は特に有名である。

彼らのもっとも古い花々をわれらが蜜に変えよう
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われらが思想を描くのに彼らの色彩を借りてこよう

われらが燭台に彼らの詩の火をともそう

新しき思想のうえに,古き詩句をつくろう

革命の花は熾烈である。ある意味では比喩や隠喩といったものさえ超越

する。いまや,そのようなものすらなまぬるく,花の種類などどこかにいっ

てしまって,ただそこには,死にゆくものへの哀切きわまりない訣別の花

があるばかりである。アンドレ・シェニエの実弟マリ=ジョセフ・シェニ

エの『出発の歌』の,妻が夫に捧げる花の切なさを見よ。もはや薔薇とか

スミレとかではないのだ。勇壮な調子がかえって悲憤に響く。

出発せよ,勇敢なる夫たちよ,戦いはあなた方の祭

出発せよ,戦士たちの鑑よ

あなた方の頭を飾るため,わたしたちは花を摘む

そして兵士の額を飾る花はやがて,月桂樹にその役目をゆずるようにな

る。月桂樹が戦士の栄光と革命の偉大さを讃えるものとして,再び登場し

てくる。やがてこれは,ひとりの英雄の額を飾る特別な冠となる。

ナポレオンの登場である。
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